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　A Focus Movement Approach to the Cleft Construction in English
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ････････････････････ 本多　正敏
修士研究報告
　Vocabulary Knowledge of Japanese High School Students: Size, Strategies
　 and Assessment　　　　　　　　　　　 ････････････････････ 鮎川　哲夫
　On the Criteria for Assessment of Japanese Senior High School Students'
　 Speech Performance　　　　　　　　　 ････････････････････ 大久保京子





　　　　　　　－自然談話資料の分析から－  ･･････････････････ 藤井　直之
　格助詞「に」と「で」の違いについて
　　　　　　　－「時」を表す表現を対象に－  ････････････････ 金城　岳大
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　こうした研究の成果も含め、CLS での研究の成果は、研究紀要Scientiﬁ c  
A pproaches  to  L anguage（SAL）にも掲載されており、20年度末には SAL 第












　　　　 Optionality and Last Resort
　　　⑶ 2008年５月７日（水）18：30～20：00
　　　　 Is There Such a Thing as a Language Without Agreement?
　　　⑷ 2008年５月14日（水）18：30～20：00
　　　　 Is There Such a Thing as a Language Without Agreement?
　　　⑸ 2008年６月11日（水）18：30～20：00
　　　　 Genitive Subjects in Altaic Languages
　　　⑹ 2008年６月25日（水）18：30～20：00
　　　　 α P Projection （I）
　　　⑺ 2008年７月２日（水）18：30～20：00
　　　　 α P Projection （II）
　　　⑻ 2008年７月９日（水）18：30～20：00







　　　‘Why’ questions, Presuppositions, and Intervention Effects
54
言語科学研究第15号（2009年）
・Kyle Johnson 氏（マサチューセッツ大学 アマースト校・教授）




































演題：No ‘can do’ ? Relating English learning, teaching and assessment to the 





演題：Syntax and the Lexicon: Morphological Causatives on a Comparative

























　　トム・レドブリ氏 ＆ マーク・フィーリー氏 （ブリティッシュ・カウンシル）
　　　「『アクティビティ』を超えて―プロジェクト活動による小学校英語の展
開― 」
　　宮本 弦氏 （神田外語大学）
　　　「チャンツ集で英語力UP ！―指導者のための英語運用練習―」
　　杉山 みゆき氏 （神田外語キッズクラブ）
　　　「小学校『英語ノート（試作版）』における文字指導法とフォニックス」
・パネルディスカッション
　　　「実りある小学校英語に向けて」
